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ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
っ
て
な
に
？

　

東
京
２
０
２
０
大
会
に
参
加
す
る
国
や

地
域
と
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
経
済
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う
こ
と
で
地
域

を
盛
り
上
げ
、
大
会
後
も
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
、
過
去
の
大

会
に
は
な
い
初
の
取
り
組
み
で
、
東
京

２
０
２
０
大
会
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
1
月
29
日
現
在
で
、

全
国
の
５
１
７
の
自
治
体
数
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
受
け
入
れ
る
相
手
国
・
地
域
数

は
１
８
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

　

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
や
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
志
摩
市
は
、
パ
ラ
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
の
選
手
の
受
入
を
き
っ
か
け

に
、
２
０
１
９
年
に
「
共
生
社
会
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
」
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
● 

◦
7
月
26
日
（
月
） 

６
時
30
分
ー
９
時

　
男
子
・
表
彰
式

◦
7
月
27
日
（
火
） 

６
時
30
分
ー
９
時
５
分

　
女
子
・
表
彰
式

◦
7
月
31
日
（
土
） 

７
時
30
分
ー
９
時
25
分

　
混
合
リ
レ
ー
・
表
彰
式

●
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
● 

◦
8
月
28
日
（
土
） 

６
時
30
分
ー
11
時

　

�

男
子 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
４
・
女
子 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
２
・

男
子
・
女
子 

Ｐ
Ｔ
Ｖ
Ｉ
・
表
彰
式

◦
8
月
29
日（
日
）６
時
30
分
ー
11
時
10
分

　
Ｐ
Ｔ
Ｖ
Ｉ

　

�

男
子 

Ｐ
Ｔ
Ｗ
Ｃ
・
女
子 

Ｐ
Ｔ
Ｗ
Ｃ
・

男
子 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
５
・
女
子 

Ｐ
Ｔ
Ｓ
５
・

表
彰
式

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・

パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
　
技
　
日
　
程

問い合わせ　生涯学習スポーツ課　  44・0339　  44・5263

パラトライアスロンのクラス分け
クラス 障がい・状態 障がいの程度

PTWC PTWC1 車いすPTWC2
PTS2

肢体不自由／立位PTS3
PTS4
PTS5

PTVI
PTVI1

視覚障がいPTVI2
PTVI3

パ
ラ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
代
表

名前：ハリオ・ルイス・ロペス
年齢 ：33歳
過去の主な成績：
　オリンピック　銅メダル

名前：スサナ・ロドリゲス・ガシオ
年齢：33歳
過去の主な成績：
　世界チャンピオン（２回）

名前：�ホセ・ルイス・ガル
　　　シア・セラーノ　
年齢 ：37歳
過去の主な成績：
　2020年国内チャンピオン

名前：エヴァ・マリア・モラル・ペドレロ
年齢：39歳
過去の主な成績：
　�2021 年リーズ世界大会
　銀メダル 

名前：�ヘクトール・カタラ・
　　　ラパーラ
年齢：33歳
過去の主な成績：
　ポルトガル世界大会　金メダル

名前：ラケル・マテオ・ウリアルテ
年齢：46歳
過去の主な成績：
　2017年エストニア大会
　銀メダル

名前：アレハンドロ・サン
　　　チェス・パロメロ
年齢：35歳
過去の主な成績：
　世界大会銀メダリスト（３回）

東
京
で
メ
ダ
ル
を

　
　
　
　

目
指
す
わ
よ
！

スペフレサポーター

スペフレショップ

ス
ペ
フ
レ
サ
ポ
ー
タ
ー
＆

ス
ペ
フ
レ
シ
ョ
ッ
プ
募
集
！み

ん
な
で
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
を
応
援
し
よ
う
!!
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「雨雲の動き」（高解像度降水ナウキャスト）の例

海岸で津波フラッグを振っている
イメージ

【出典：気象庁ホームページ】

【�写真提供：公益財団法人　日本ライ
フセービング協会】

　

気
象
庁
で
は
、
出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
令
和
２
年

７
月
豪
雨
な
ど
へ
の
対
応
の
課
題
を
受
け
て
、
住
民
の
適
切

な
避
難
の
判
断
・
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
防
災
気
象
情
報
の

伝
え
方
を
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
は
、
住
民
に
よ
り
正
確
か
つ
理
解
が
容
易

な
伝
え
方
で
各
種
気
象
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
自
ら
の
意
志
と
判
断
で
適
切

な
避
難
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
今
回
は
「
線
状
降
水
帯
へ
の

注
意
喚
起
」、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
な
ど
の
発
表
基
準

の
変
更
」、「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
の
導
入
」
の
３
点
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

線
状
降
水
帯
へ
の
注
意
喚
起

　

毎
年
の
よ
う
に
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
が
発
生
し
、
数

多
く
の
甚
大
な
災
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
線
状
降
水
帯

が
発
生
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
「
顕
著
な
大
雨
に
関

す
る
気
象
情
報
」
と
し
て
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
発
表
し
ま
す
。

　
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
非
常

に
激
し
い
雨
が
同
じ
場
所
で
降
り
続
い
て
い
る
状
況
を
解
説

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
雨
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
危
機
感
を

し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
顕
著
な
大
雨
に
関
す
る
気
象
情
報
」
の
運
用
は
６

月
17
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
な
ど
の
発
表
基
準
の
変
更

　

警
報
な
ど
を
発
表
し
て
も
実
際
に
災
害
が
起
こ
ら
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
空
振
り
」
状
況
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
警

報
な
ど
へ
の
信
頼
性
を
向
上
す
る
た
め
に
大
雨
警
報
（
土
砂

災
害
）
な
ど
の
発
表
基
準
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

変
更
は
、
解
析
技
術
な
ど
が
改
善
さ
れ
予
報
精
度
が
向
上
さ

れ
た
た
め
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
り
、
災
害
発
生
の
可
能
性
が
高
い
と

予
想
さ
れ
る
「
地
域
」
と
「
時
間
帯
」
が
絞
り
込
ま
れ
、
で

き
る
だ
け
「
空
振
り
」
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

今
ま
で
よ
り
も
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

た
め
の
避
難
行
動
な
ど
を
よ
り
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
発
表
基
準
の
変
更
」
は
６
月
８
日
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

津
波
フ
ラ
ッ
グ
の
導
入

　

令
和
２
年
２
月
、
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の
的
確
な
情
報

伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
気
象
庁
に
よ
り
海
水
浴
場
な
ど

に
お
け
る
「
旗
」
を
用
い
た
津
波
警
報
な
ど
の
伝
達
方
法
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
気
象
庁
は
「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
」

に
よ
る
津
波
警
報
な
ど
の
伝
達
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

発
表
し
、
海
岸
を
有
す
る
市
町
村
な
ど
に
対
す
る
普
及
活
動

を
継
続
的
に
実
施
中
で
す
。

　

市
と
し
て
も
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
海
岸

付
近
に
訪
れ
て
い
る
観
光
客
や
漁
業
従
事
者
な
ど
に
対
し
て

あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
っ
て
危
険
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
に
よ
り
、
津
波
フ
ラ
ッ
グ
の
積
極
的
な
導
入

を
図
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
４
月
に
志
摩
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
同
フ
ラ
ッ
グ
18
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
国
府
・
志
島
地
区
海
岸
津
波
避
難
訓
練
を
は
じ
め
、

市
内
の
海
水
浴
場
な
ど
に
お
い
て
普
及
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

 

４
４・０
２
０
３　

 

４
４・５
２
５
２

地
域
防
災
室　

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp
「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
避
難
行
動
を
支
え
る
気
象
庁
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
～
よ
り
正
確
か
つ
理
解
が
容
易
な
気
象
情
報
の
伝
え
方
を
～

シ
リ
ー
ズ 

防
災
　 

そ
の
121

　　　：大雨災害危険度が大幅に高まっている
　　　　線状降水帯の雨域

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」避
難
行
動
を
支
え
る
気
象
庁
の
取
り
組
み
～
よ
り
正
確
か
つ
理
解
が
容
易
な
気
象
情
報
の
伝
え
方
を
～
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志摩市の地方創生事業の一環で、市内で働く若者を紹介するコーナーです。
志摩で頑張る若者に仕事に対する思い、将来の目標についてお聞きします。

若者 Miraiしま

FAX問い合わせ　総合政策課　　44・0205　　44・5252　　sogoseisaku@city.shima.lg.jp

―
― 

美
容
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
姉
が
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い
た
の
で
、
私
も
ヘ

ア
メ
イ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
撮
影
に
参

加
し
た
い
、
作
品
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

　
専
門
学
生
時
代
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
な

ど
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
カ
ッ
ト
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

―
― 

働
き
だ
し
た
こ
ろ
の
お
気
持
ち
は
？

　
お
客
様
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
早
く

馴
染
み
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
初
心
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

―
― 

お
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
居
心
地
の
い
い
空
間
を
作
る
こ
と
で
す
。
お
客

様
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
接
客
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
の
日
の
お
客
様
の
気
分
に
合
わ
せ
た
気

持
ち
の
良
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
癒
し
」
を

提
供
で
き
る
場
所
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
後
も
、
も
っ
と
勉
強
し
た
く
て
、D

AD
A 

D
ESIG

N
 AC
AD
EM
Y

（
美
容
技
術
に
特
化
し

た
ス
ク
ー
ル
）
に
通
い
ま
し
た
。
お
客
様
の
骨
格

を
し
っ
か
り
見
て
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
、
ト
レ
ン
ド

を
取
り
入
れ
、
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

―
― 
お
勤
め
先
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
内
に
あ
る
、
気
軽
に
通
っ

て
い
た
だ
け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ
ロ
ン
で
す
。

　
大
人
の
女
性
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
お
子
さ
ん
か

ら
年
配
の
方
ま
で
様
々
な
年
代
の
お
客
様
が
お
越

し
に
な
り
ま
す
。

　
き
ら
き
ら
楽
し
く
働
く
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
素
敵

で
こ
の
お
店
で
働
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 黒を基調とした外観で、

落ち着いた色合いが素敵なお店です

スクール時代のノート
カットに関するポイントが
細かく書かれています

美
容
室T テ

ィ
ー.K ケ
ー H

ハ

ー

ト

EART L

ラ

ン

ド

AN
D
 

石い
し

神が
み　

涼り
ょ
う

子こ 

さ
ん　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
志
摩
市
出
身 

29
歳

　
津
市
の
旭
美
容
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
四
日
市

で
美
容
師
と
し
て
働
く
。
現
在
は
実
家
の
あ
る
志

摩
市
へ
戻
り
、「
美
容
室T.K HEART LAN

D

」

に
勤
め
て
い
る
。
美
容
師
と
し
て
働
き
だ
し
て
10

年
目
。

地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ
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７月スタート
エコ・アクション・ポイント！

ポストカードで想いを届けよう！～志摩から南の島へ～外務省認定
PALM9記念事業

　SDGs 未来都市である志摩市。持続可能なまちであるために、環境の
ことを考えた活動や取り組みをした人にポイントを提供！全国共通ポイ
ントだから、アプリをダウンロードすることで、ポイントゲットの準備
完了です！
　自分がどれくらい環境問題に貢献したのか、アプリで見える！貯めた
ポイントで、寄付や景品交換をすることもできます。SDGs の達成には、
持続した取り組みが必要です。貢献度の見える化や、エコ活動でつなが
ることで、みんなで続けられるエコ・アクション・ポイント。
　エコ・アクション・ポイントで一緒に取り組もう！
SDGs 未来都市　志摩！

　第 9回太平洋・島サミットの開催を記念したポストカードが
完成しました。デザインは 2種類！県立志摩高等
学校 美術部の柴原優璃さんと山本萌絵さんがデザ
インしてくれました。このポストカードに、サミッ
ト参加国に宛てたメッセージを書いて、歓迎・応援
します！
　市内の小中学生・高校生が想いをのせたメッセー
ジやイラスト入りのポストカードは、市立図書館 2
階で8月 29日
（日）まで展示
しています。

問い合わせ　 SDGｓ未来都市推進室　
　　　　　　  44・0206　  44・5252

問い合わせ　 SDGｓ未来都市推進室　
　　　　　　  44・0206　  44・5252

シリーズ　SDGs 未来都市

太平洋・島サミットNEWS！

iPhone 版 Android 版

エコ・アクション・ポイントとは…
環境省が推進する全国共通の環境ポイントだよ！
ぼくは公式キャラクターのＢＥＡＢ（ビーブ）です♪

エコ・アクション・ポイントの
ダウンロードはこちら

志摩市
ホームページ

志摩市 SDGs 未来都市
推進室公式 Instagram

例えば…�クリーンアップ
活動への参加で
ポイント！など

どんな活動で、いつポイン
トがもらえるかは、市ホー
ムページや SNS で発信
していきます！

シ
リ
ー
ズ　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市・太
平
洋・島
サ
ミ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
！
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トライアスロン（成年女子・成年男子）

　今月号では、志摩市開催競技から三重とこわか国体正式競技『トライアスロン』について紹介します。

とき：10 月３日（日）　ところ：志摩市浜島海浜公園特設会場
★トライアスロン競技とは
　ラテン語で３を表す『トライ』と、競技を表す『アスロン』を組合せて名付けられて
います。
　この競技は、スイム（水泳）1.5㎞、バイク（自転車）40㎞、ラン（長距離走）10㎞の順番で、　この３種目
を１人の選手が連続して行い、合計 51.5㎞の競技時間を競います。競技時間には、自転車への乗り換えや靴を
履く時間なども含みます。
　パンクなど、自転車にトラブルが起きた場合は、選手自身が対応しなければならず、競技の技術はもちろんで
すが、選手自身が使用する道具などの知識も求められます。
　国体には、47都道府県から男・女各２名の代表選手が出場します。

ココが見どころ

 選手同士の駆け引きに注目！！
　選手はそれぞれの得意種目で差をつけようとします。スイムやバイクで先行を図った
り、最後のランで勝負を仕掛けたりといった戦略や戦術が鍵となり、ゴールする瞬間ま
で繰り広げられるさまざまな駆け引きに注目です。

⇒
過
去
の
国
体
の
様
子

   お知らせ
　７月18日（日）（予備日：８月１日（日））に開催が予定されていた、
デモンストレーションスポーツの『シーカヤック』および『スタ
ンドアップパドルボード』については、当初予定していた日程で
の開催を見合わせ、秋頃の開催に向けて現在、調整中です。

　広報しま６月号で紹介した、
ボクシング競技の国体実施階級
に『ヘビー級』と記載しましたが、
正しくは『ライトヘビー級』です。
お詫びして訂正いたします。

スイム（水泳）のスタートの様子 バイク（自転車） ラン（長距離走）

三
重
と
こ
わ
か
国
体　
三
重
と
こ
わ
か
大
会
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～ 志摩市ご縁に感謝プロジェクト ～
飲食店感染防止対策ステップアップ補助金

　新型コロナウイルス感染症拡大を防止し、市内で
安全安心に飲食できる環境を整えるため、市内飲食
店事業者を対象に、さらなる感染防止対策の実施に
必要な経費の一部を補助します。

■対象者（以下のすべてに該当する事業者）
　①市内に店舗がある飲食店事業者
　　【飲食店事業者とは】
　　�食品衛生法に規定する飲食店営業許可を受けて
いる人

　　�（旅館の宴会場などで、宿泊客のみに飲食を提
供する場合やテイクアウト・デリバリーのみの
営業を行っている場合は対象外）

　②�市内で現在営業しており、今後１年以上営業す
る予定である人

　③市税を滞納していない人
■補助金額
　上限 5万円（千円未満切捨）
　※1事業者につき 1回まで

■補助対象経費（以下のいずれかに該当する経費）
　Ⓐ�６月 1日以降に支出した、さらなる感染防止対
　　策に要した備品等の経費
　　（例）パーテーションの十字型設置、来客用検温
　　　　  システムや CO2 センサーの導入、空気清浄
　　　　  機の設置など
　　　　  ※消毒液やマスクなどの消耗品は対象外です。
　　　　  ※�対象になるかどうか迷われる場合は、購入

前に必ず商工課にお問い合わせください。
　Ⓑ�三重県感染防止対策強化推進補助金の交付を
受けた場合、補助対象経費に係る自己負担額

■申請方法（以下のいずれかの方法で提出）
　①�インターネットによるオンラインで申請
　　（申請フォームは市HPを確認）
　②�商工課へ郵送で提出（市HPから申請書をダウ
ンロードし、必要な添付資料を同封）

　　※�くわしくは市HPをご確認または商工課にお問い
合わせください

■申請締切　9 月 30日（木）　※当日消印有効
■問い合わせ　
　商工課　  43・9050（専用ダイヤル）、44・0010
　　　　　  44・5262

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症

や
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

結
果
的
に
、多
く
の
人
に
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、重
症
者
や
死

亡
者
を
減
ら
し
、医
療
機
関
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
医
療
的
な
問
い
合
わ
せ

　

�

み
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

 

０
５
９・
２
２
４・
２
８
２
５

　

�（
受
付
時
間：
９
時
～
21
時　

土
日・
祝
日

も
対
応
）

志
摩
市
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

�

志
摩
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
電
話
相

談
窓
口

　

 

４
３・５
０
３
０

　

�（
受
付
時
間：
９
時
～
20
時　

土
日・
祝
日

も
対
応
）

高齢者のワクチン接種のようす

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
人
へ

持
ち
物

　

市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
接
種
券・
必
要
事

項
を
記
入
し
た
予
診
票・予
約
票

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証

な
ど
）

　

接
種
券
や
予
診
票
に
関
し
て
は
、当
日

な
い
と
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

服
装

　
半
袖（
肩
を
出
せ
る
服
装
）

そ
の
ほ
か

　

持
病
が
あ
る
人
は
、事
前

に
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
暑
い
季
節
に
な
っ
て
き
た

の
で
、接
種
会
場
で
も
熱
中

症
に
は
十
分
注
意
し
、こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
お
願
い
し

ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
か
た
る
不
審
電
話
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
に

必
要
と
か
た
り
、金
銭
や
個
人
情
報
を
騙

し
と
ろ
う
と
す
る
電
話
に
関
す
る
相
談

が
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。市
な
ど
の
行
政
機
関
な
ど
が
、ワ

ク
チ
ン
接
種
の
た
め
に
金
銭
や
個
人
情
報

を
電
話
で
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

STEP UP

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て・～
志
摩
市
ご
縁
に
感
謝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
飲
食
店
感
染
防
止
対
策
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
補
助
金
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者

毎
に
保
険
料
を
計
算
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
計
算
方
法

①
低
所
得
世
帯
に
係
る
軽
減

【
均
等
割
額
の
軽
減
】

　
所
得
が
低
い
世
帯
の
人
は
、
次
の
基
準
に
よ

り
均
等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

　
　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す

②�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
へ
の

均
等
割
額
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
所
得

割
額
が
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額
は
２
年
間
５
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、所
得
が
低
い
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

低
所
得
世
帯
に
係
る
７
割
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

※�

被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
組

合
な
ど
の
公
的
医
療
保
険
の
総
称
で
、
国
民

健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険
組
合
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
の
減
免
、
猶
予

　
災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
生
活
困
窮
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な
場
合
（
概
ね
生

活
保
護
基
準
に
準
じ
る
程
度
）
は
、
申
請
に
よ

り
、
保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
主
た
る

生
計
の
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど
の
減
少
が
見

込
ま
れ
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①�

事
業
収
入
な
ど
の
減
少
額
が
前
年
の
当
該
収

入
な
ど
の
額
の
10
分
の
３
以
上
で
あ
る
こ

と
。

②�

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
，
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

③�

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収
入
な

ど
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◆
保
険
料
の
徴
収

　
保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
年
金
の
受
給
額
が

年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
、
原
則
と
し
て
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
１
回
あ
た
り
の
天
引
き
額
が
、
年
金

支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
、
納
付
書

や
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収

と
な
り
ま
す
。

※�

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
、
受
給

額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
１
種
類
の
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

特
別
徴
収
の
徴
収
月

　
仮
徴
収　
４
、
６
、
８
月

　
本
徴
収　
10
、
12
、
２
月

普
通
徴
収
の
納
期

◆
納
付
方
法
を
口
座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す

　
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ
の
変
更
を
ご

希
望
の
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
10
月
か
ら
の
年
金
天
引
き
を
中
止
希
望
す
る

場
合
は
、
７
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
、
新
し
い
保
険
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を

簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

　
現
在
の
保
険
証
（
若
草
色
）
は
、
８
月
１
日

以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
と
き

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税
の

人
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）
を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
の
人
は
、

入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
を
お
持
ち

の
人
で
、
今
年
度
も
引
き
続
き
該
当
と
な
る
人

に
は
、
７
月
末
に
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合
の
変
更

　
住
民
税
課
税
標
準
額
が
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
お
よ
び
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

自
己
負
担
割
合
が
３
割
に
な
り
ま
す
が
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担

が
１
割
に
な
り
ま
す
。（
７
月
末
ま
で
に
申
請

し
た
人
は
８
月
か
ら
、
８
月
以
降
に
申
請
し
た

人
は
申
請
月
の
翌
日
か
ら
変
更
）

【
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

１
人
の
場
合
】

◆
被
保
険
者
の
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満

※�

た
だ
し
、
被
保
険
者
の
収
入
額
が
３
８
３
万

円
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
一
世
帯

に
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
が
い
る
場
合

は
、
被
保
険
者
と
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人

全
員
の
収
入
額
が
５
２
０
万
円
未
満
。

【
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

２
人
以
上
い
る
場
合
】

◆
被
保
険
者
の
収
入
額
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

問
い
合
わ
せ

　
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
○
被
保
険
者
証
・
保
険
料
関
係

　
　

 

０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３

　
○
療
養
費
関
係

　
　

 

０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
４

　
保
険
年
金
課　

 

４
４・０
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

 

４
４・５
２
６
０

【均等割額】
44,589 円
＋

【所得割額】
基準所得金額×8.99％＝

年間保険料額
【限度額 64万円】
※�基準所得金額と
は、総所得金額等
から基礎控除額
43万円を差し引
いた額です。

軽減
割合

同一世帯の被保険者と世帯主の総所得
金額等の合計額 軽減後の額

7割
軽減

43万円+10万円×(年金･給与所得者
数－1) 13,376円

5割
軽減

43万円+10万円×(年金･給与所得者
数－1)+28.5万円×被保険者数以下 22,294円

2割
軽減

43万円+10万円×(年金･給与所得者
数－1)+52万円×被保険者数以下 35,671円

※世帯は 4月1日時点での状況で判定されます。
※ �65 歳以上の年金所得は、通常の公的年金控除以外に15
万円を控除します。
※�事業専従者控除は適用されず、専従者給与額は事業主の所
得に合算されます。譲渡所得の特別控除は適用されません。

第 1 期 8 月   2 日

第 2 期 8 月 31 日

第 3 期 9 月 30 日

第 4 期 11 月   1 日

第 5 期 11 月 30 日

第 6 期 12 月 27 日

第 7 期 1 月 31 日

第 8 期 2 月 28 日

第 9 期 3 月 31 日

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日

で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
保
険

証
は
、
世
帯
主
へ
加
入
者
全
員
分
を
７
月
下

旬
に
普
通
郵
便
で
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

70
～
74
歳
の
人
は
今
回
発
行
の
保
険
証

に
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
な
ど
で
は
一
体
化
さ
れ
た

保
険
証
の
み
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
70
歳
未
満
の
方
に
は
、
今
ま
で

ど
お
り
、
保
険
証
を
発
行
し
、
70
歳
到
達

月
に
、
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
化
さ
れ
た

保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

◎
郵
送
以
外
の
保
険
証
交
付
場
所

　
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口

　

申
し
出
に
よ
り
、
簡
易
書
留
で
の
郵
送

ま
た
は
市
役
所
保
険
年
金
課
窓
口
な
ど
で

の
受
け
取
り
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
希
望
の
人
は
、
７
月
14
日
（
水
）

ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
窓
口
で
の
交
付
は
、
あ
ら
か
じ
め
希

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」と
い
う
）

の
加
入
世
帯
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
国
保

税
の
税
率
お
よ
び
賦
課
限
度
額
は
す
え
置

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

納
税
通
知
書
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。

　

国
保
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
お

互
い
に
助
け
あ
っ
て
い
く
制
度
で
、
国
保

税
は
国
保
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な

財
源
に
な
り
ま
す
。

 

国
保
税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す

　

国
保
税
は
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世

帯
主
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
く

て
も
、
同
じ
世
帯
内
に
国
保
加
入
し
て
い

る
人
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
に
納
税
通
知
書

が
送
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
の
途
中
で
世
帯
主
が
変
更

と
な
っ
た
場
合
は
、
月
割
計
算
に
よ
り
前

世
帯
主
分
と
新
世
帯
主
分
を
決
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

　

認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
７
月
下
旬

に
更
新
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
引
き
続

き
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
し
た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
更
新
の
案
内
通
知
を
今
年
度
で
廃
止

し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

望
さ
れ
た
窓
口
で
７
月
26
日
（
月
）
以
降

に
行
い
ま
す
の
で
、
古
い
保
険
証
を
ご
持

参
の
上
、
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

古
い
保
険
証
は
、
窓
口
へ
返
却
い
た
だ

く
か
、
細
か
く
切
っ
て
ご
自
身
で
処
分

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
険
証
用
ケ
ー
ス
は
同
封
し
ま
せ
ん
。

　

�

ケ
ー
ス
の
紛
失
や
汚
損
な
ど
に
よ
り
新

し
い
ケ
ー
ス
を
ご
希
望
の
人
は
、
窓
口

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に
関
す
る

意
思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
�

臓
器
移
植
制
度
概
要
お
よ
び
記
載
方
法

な
ど
を
記
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
保
護

シ
ー
ル
付
）
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
窓

口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎�

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
、

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
際

に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
支
払

う
一
部
負
担
金
が
一
定
の
限
度
額
ま
で
と

な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◎
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の

　
更
新
に
つ
い
て

　
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
療
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、新
し
い
「
特

定
疾
病
療
養
受
療
証
」
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

証の種類 更新
手続 備　　考

特定疾病療養受療証 不要 該当する人に送付します。

限度額適用認定証

必要

引き続き必要な人は、更新
の手続きをお願いします。
（更新の案内を送付します。
※来年度以後は送付しませ
ん。）

限度額適用・標準負担
額減額認定証

保
険
年
金
課　

 
４
４・
０
２
１
３

　

 
４
４・５
２
６
０

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

（
保
険
証
）の

更
新
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

更
新
に
つ
い
て

保
険
年
金
課　

 

44
・
０
２
１
３

　

 

44
・
５
２
６
０

国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新
に
つ
い
て
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国
保
税
の
納
付
方
法

　

国
保
税
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
ま

た
は
納
付
書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
と
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
国
民

健
康
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
お
困
り
の

場
合
、
国
保
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
る
世
帯

主
の
事
業
収
入
な
ど
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
。

①�

事
業
収
入
な
ど
の
減
少
額
が
前
年
の
当

該
収
入
な
ど
の
額
の
10
分
の
３
以
上
で

あ
る
こ
と
。

②�

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
，０
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③�

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の
前
年
の
所

得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

※�

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
な
ど
に
係
る
前
年
の
所
得
が
０
円
も

し
く
は
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
減
免
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
「
特
別

徴
収
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
「
普
通
徴
収
」
の
世
帯
で
あ
っ

て
も
、
原
則
と
し
て
国
保
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
で
、
世
帯
主
が

介
護
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、「
特
別
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
、

天
引
き
さ
れ
ず
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

○
世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者
で
な
い

○
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
で
あ
る

○�

介
護
保
険
料
の
天
引
き
と
あ
わ
せ
た
額

が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る

 
納
付
方
法
の
変
更 

　

年
金
天
引
の
対
象
に
な
っ
た
人
は
、
申

し
出
に
よ
り
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
保
険
年
金
課
･

各
支
所
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
天
引
を
停
止
す
る
に
は
年

金
支
給
月
の
３
か
月
前
の
月
末
が
手
続
期

限
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。   

　

ま
た
、「
年
金
天
引
」
に
よ
る
納
付
を

継
続
す
る
場
合
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

 

国
保
税
の
軽
減 

　

世
帯
の
合
計
所
得
が
基
準
所
得
額
以
下

の
場
合
は
、
均
等
割
・
平
等
割
に
つ
い
て

７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
に
よ
り
基
準
所
得
額
の
算

定
方
法
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
用
者
本
人
が
被
用
者
保
険
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ
移
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
国

保
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
と
す
る
減
免
措
置
の
期
間
は
、
国

保
の
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
以
降
２
年

間
で
す
。

 
所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か 

　

国
保
税
の
所
得
割
額
は
、
前
年
の
所
得

を
も
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
正
し
く
所
得

申
告
を
し
な
い
と
、
国
保
で
受
け
ら
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
給
付
や
、
所
得
に
応
じ
た
軽

減
措
置
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

国民健康保険税率

区　分 算定の基礎 医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

応能割
所得割 加入者それぞれの前年中の総所得から基礎

控除（43万円※）を差し引いた額に応じて 6.00% 1.85% 1.90%

資産割 加入者の当該年度の固定資産税額（土地・
家屋にかかるもの）に応じて 26.00% 8.00% 8.50%

応益割
均等割 世帯内の加入者数に応じて 23,400 円 7,500 円 9,900 円
平等割 加入世帯一律 20,600 円 5,800 円 5,500 円

賦　課　限　度　額 630,000 円 190,000 円 170,000 円
※前年度と同じ税率となっています。
※税制改正により、基礎控除額が33万円から43万円に変更となりました。

区分 軽減基準所得（世帯合計所得）
変更後 変更前

７割
軽減

43万円＋10万円×（給与所得者
等の数－１） 33万円

５割
軽減

43万円＋（28.5万円×世帯に属
する被保険者と旧国保被保険者
の合計数）＋10万円×（給与所得
者等の数－１）

33万円＋（28.5万円
×世帯に属する被保
険者と旧国保被保険
者の合計数）

２割
軽減

43万円＋（52万円×世帯に属す
る被保険者と旧国保被保険者の
合計数）＋10万円×（給与所得者
等の数－１）

33万円＋（52万円×
世帯に属する被保険
者と旧国保被保険者
の合計数）

※下線部が変更された所です。

新型コロナウイルス感
染症に感染した被用者
などに対する傷病手当
金について
　新型コロナウイルス感
染症の症状により労務の
制限がされた被用者が属
する世帯の世帯主には、
志摩市国民健康保険傷病
手当が支給される場合が
あります。くわしくは、
お問い合わせください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
国
保
税
の
減
免
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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知って安心！

国民年金
◆
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
、
加
入
者
で
あ
る
皆
さ
ん
に

年
金
保
険
料
（
令
和
３
年
度
は
月
額
１
６
，

６
１
０
円
）
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
所
得
が
少

な
い
な
ど
経
済
的
な
理
由
で
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
未
納
に
せ
ず
、
「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
よ
り
、
年
金
保

険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
は
こ
の
制
度
を
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
る

期
間
は
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら

２
年
１
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
、

遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
も

同
様
で
す
。

◎
全
額
免
除
・
一
部
免
除

　
自
営
業
や
離
職
さ
れ
た
人
な
ど
が
対
象
と

な
り
、
前
年
の
所
得
（
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
所
得
）
に
応
じ
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
免
除
（
４
分
の
３
免
除
・
２
分
の
１

免
除
・
４
分
の
１
免
除
）
の
４
段
階
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

※�

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
の
計
算
の
際
、
国
庫
負
担
に
相

当
す
る
額
が
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※�

一
部
免
除
制
度
は
年
金
保
険
料
の
一
部
を

免
除
す
る
こ
と
で
残
り
の
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
制
度
で
す
。
一
部
年
金
保
険
料

を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間

の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と

な
る
た
め
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◎
納
付
猶
予

　
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
と
な
り
、
本
人
と

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
納
付
猶
予
の

該
当
と
な
り
ま
す
。

※�

認
め
ら
れ
た
納
付
猶
予
期
間
分
は
受
給
資

格
期
間
に
は
反
映
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
の
所
得
の
基
準

　
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金

額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

全
額
免
除

　

�

（
扶
養
親
族
等
の
数
+
１
）
×
35
万
円

+

32
万
円

４
分
の
３
免
除

　

�

88
万
円
+
扶
養
親
族
等
控
除
額
+
社
会
保

険
料
控
除
額
等

半
額
免
除

　

�

１
２
８
万
円
+
扶
養
親
族
等
控
除
額
+
社

会
保
険
料
控
除
額
等

４
分
の
１
免
除

　

�

１
６
８
万
円
+
扶
養
親
族
等
控
除
額
+
社

会
保
険
料
控
除
額
等

納
付
猶
予
制
度

　

�

（
扶
養
親
族
等
の
数
+
１
）
×
35
万
円

+

32
万
円

※�

「
扶
養
親
族
等
控
除
額
」「
社
会
保
険
料

控
除
額
等
」
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告

で
申
告
さ
れ
た
金
額
で
す
。
源
泉
徴
収

票
・
確
定
申
告
控
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
失
業
（
退
職
）
に
よ
る
特
例
が
あ
り
ま
す

　

失
業
（
退
職
）
の
事
実
が
生
じ
た
年
の

翌
々
年
６
月
（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は

翌
々
年
３
月
）
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
利
用

で
き
る
制
度
で
、
失
業
（
退
職
）
さ
れ
た
人

の
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
や
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
な
ど
を
添
付
す
れ
ば
、
失
業

さ
れ
た
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
す
る
特

例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆�
申
請
に
つ
い
て

○
申
請
先

　
・
保
険
年
金
課
お
よ
び
各
支
所

　
・
最
寄
り
の
年
金
事
務
所

　
※�

申
請
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で

す
。
記
入
例
を
参
考
に
申
請
用
紙
に
記

入
し
て
、
添
付
書
類
と
と
も
に
保
険
年

金
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　
※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
た
申
請
書
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

［
提
出
用
］
の
み
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
納
付
書
な
ど
）

　
・�

失
業
な
ど
に
よ
り
特
例
に
よ
る
免
除
を

申
請
す
る
人
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど

　
・�

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
な
ど
）

　
・�

本
人
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状
と
手
続
き
に
行
か

れ
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆�

追
納
が
で
き
ま
す

　
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免
除
・

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

受
け
る
年
金
は
減
額
と
な
り
ま
す
。
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。

　
た
だ
し
、
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の
承
認

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、

３
年
度
目
以
降
に
年
金
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
、
当
時
の
年
金
保
険
料
に
一
定
の
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
追
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
保

険
年
金
課
お
よ
び
各
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

保険年金課年金係　  44・0213
　　　　　　　　  44・5260
伊勢年金事務所　  0596・27・3601 知

っ
て
安
心
！
国
民
年
金
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保険料段階 対　象　者 負担割合 保険料額 (円 )

第 1段階

◦�生活保護を受給している人
◦�世帯全員が市民税非課税で、
老齢福祉年金を受給してい
る人

◦�世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が 80 万円以下
の人

基準額×
0.30

月額
年額

2,020
24,240

第 2段階
◦�世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課
税年金収入額が 80 万円超
120万円以下の人

基準額×
0.50

月額
年額

3,370
40,440

第 3段階
◦�世帯全員が市民税非課税で、
前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が 120万円を超
える人

基準額×
0.70

月額
年額

4,710
56,520

第 4段階

◦�世帯の誰かに市民税が課税
されているが、本人は市民
税非課税で、前年の合計所
得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人

基準額×
0.90

月額
年額

6,060
72,720

第 5段階

◦�世帯の誰かに市民税が課税
されているが、本人は市民
税非課税で、前年の合計所
得金額＋課税年金収入額が
80万円を超える人

基準額 月額
年額

6,740
80,880

第 6段階
◦�本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が 120万円
未満の人

基準額×
1.20

月額
年額

8,090
97,080

第 7段階
◦�本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が 120万円
以上 210万円未満の人

基準額×
1.30

月額
年額

8,770
105,240

第 8段階
◦�本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が 210万円
以上 320万円未満の人

基準額×
1.50

月額
年額

10,110
121,320

第 9段階
◦�本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が 320万円
以上 500万円未満の人

基準額×
1.60

月額
年額

10,790
129,480

第 10段階
◦�本人が市民税課税で、前年
の合計所得金額が 500万円
以上の人

基準額×
1.80

月額
年額

12,140
145,680

※�保険料段階は、各年度の課税状況と4月1日現在の世帯状況により決まります。また、
4月2日以降に65歳になった人や転入した人は、資格取得日（65歳の誕生日の前日・
転入日）の世帯状況により決まります。

◆
納
付
方
法

 

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
） 

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
あ

ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

年
金
の
定
期
支
払
（
年
６
回
）

◦
仮
徴
収
（
４
月
か
ら
８
月
）

　

�

前
年
度
の
２
月
と
同
じ
保
険
料
額
を
第
１
期
か
ら
第
３
期
ま

で
。

◦
本
徴
収
（
10
月
か
ら
２
月
）

　

�

確
定
し
た
保
険
料
年
額
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
て
残

り
の
納
期
で
割
っ
た
額
を
第
４
期
か
ら
第
６
期
ま
で
。

※�

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

�

受
給
額
に
関
わ
ら
ず
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

の
順
で
優
先
と
な
り
１
種
類
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。

 

普
通
徴
収  

　
年
金
天
引
き
以
外
の
人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・
65
歳
に
な
っ
た
場
合

・
年
度
途
中
で
年
金
の
受
給
が
始
ま
っ
た
場
合

・
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合

・
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
場
合

・�

収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど
で
、
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

※�

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
も
、
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
支
払
（
年
６
回
）

◦
仮
徴
収
（
４
月
か
ら
６
月
）

　

�

前
年
度
の
２
月
と
同
じ
保
険
料
額
を
第
１
期
か
ら
第
２
期
ま

で
。

◦
本
徴
収
（
８
月
か
ら
２
月
）

　

�

確
定
し
た
保
険
料
年
額
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
て
残

り
の
納
期
で
割
っ
た
額
を
第
３
期
か
ら
第
６
期
ま
で
。

　

�

ま
た
、
普
通
徴
収
は
本
人
以
外
に
も
世
帯
主
や
配
偶
者
も
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※�

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
の
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
、
財
産
調
査
や
預
金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
介
護
保
険
料
が
確
定
し
ま
し
た

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が

納
め
て
い
る
介
護
保
険
料
が
大
切
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
は
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
３
年
度
の
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
額
の
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
の
収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
場
合
は
、

介
護
保
険
料
の
減
額
や
免
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

令和3年度　所得段階別介護保険料

◦第１段階 ： 保険料年額36,360円から24,240円
　　　　　　（負担割合0.45から0.30）
◦第２段階 ： 保険料年額60,600円から40,440円
　　　　　　（負担割合0.75から0.50）
◦第３段階 ： 保険料年額60,600円から56,520円
　　　　　　（負担割合0.75から0.70）
　　　　　　　　　　　　  に軽減されています。

市民税非課税世帯（第１～３段階）の
介護保険料が軽減されています

問
い
合
わ
せ　
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課

　

 

４
４・
０
２
８
４　

 

４
４・５
２
６
０

本
年
度
の
介
護
保
険
料
が
確
定
し
ま
し
た
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志摩市民病院だより

地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

自分にあった
ボランティア

志摩高校
漫画・文芸
研究部

地域包括支援センターかわら版

　市内に居住している65歳以上の人と、介護予防に資する支援活動に
関わる人が、地域貢献や介護予防の推進のために、ボランティア活動を
行った場合にポイントを付与し、年間上限5,000円の志摩市商品券と交
換できます。

　ポイントをもらえる活動先として介護施設や地域のサロンだけでな
く、子どもに関することや犬猫の世話・散歩、市内のトイレや道路の清
掃等も活動先に増えています（現在92箇所！）。

　ボランティアで自分も志摩市もいきいき元気にしませんか？志摩市介
護予防ボランティアポイント制度（し

まこさん手帳）の
申請は上記連絡
先までお問い合
わせください。

志摩市地域包括支援センター（担当地区：阿児・大王・志摩）  44・0284　  44・5260
浜島・磯部地域包括支援センター（担当地区：浜島・磯部）　  68・2211　  68・7755

～志摩市介護予防ボランティアポイント制度
（しまこさん手帳）～に参加しませんか？

活動すると
スタンプが
貯まる♪

問い合わせ　志摩市民病院　  72・5555　  72・3949

志摩市民病院の休日夜間診療
◆土曜日・日曜日と祝日　8 時30分～17時　
◆土曜日（夜間応急）21時30分～翌日8時30分
※休日や夜間に具合が悪くなった人に応急処置をしますので、事前に電話でお問い合わせください。

【午前】
受付時間：8時～
　　　　　11時30分
診療時間：9時～12時

【午後】
受付時間：13時～
　　　　　16時30分
診療時間：�13時30分

～17時
※�急を要する患者につい
ては、この限りではあ
りません

志摩市民病院　外来担当医表【○通常診療（初診・再診）・予約診療】
医　師 月 火 水 木 金

江角院長
（総合診療）

午前 ○ ○ ○
午後 ○ ○

土田医師
（総合診療）

午前 ○
（第 2・4・5） ○ ○

午後 ○ ○
（第 1･3）

予約診療
（肩こり・腰痛外来）

江角浩安医師
（総合診療）

午前 ○ ○
午後 ○ ○ ○

代務医師
（総合診療） 午前 ○

（月 1 回）

代務医師
（循環器）

午前 予約診療 予約診療
午後 予約診療 予約診療

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版
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～
ご
み
収
集
車
（
パ
ッ
カ
ー
車
）
の
火
災
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
～

資
源
と
ご
み
通
信

水産高校コラム

　

志
摩
市
の
ご
み
集
積
所
に
お
い
て
、

缶（
か
ん
）の
収
集
日
に
、ご
み
の
袋
に
混

入
さ
れ
た
ス
プ
レ
ー
缶・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
パ
ッ
カ
ー
車（
ご

み
収
集
車
）の
火
災
に
つ
な
が
る
事
案
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
案
か
ら
火
災
や
爆
発
が

発
生
す
る
と
、ご
み
集
積
所
が
使
用
不
能

に
な
る
ほ
か
、場
合
に
よ
っ
て
は
収
集
作

業
員
や
周
囲
に
お
住
い
の
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
家
屋
な
ど
人
命
や
財
産
の
損
傷
に

か
か
わ
る
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
正
し
く
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

コ
ー
ス
の
取
り
組
み
①

地
域
資
源
ク
ロ
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産

　

地
域
の
重
要
な
水
産
資
源
で
あ
る
ク
ロ

ア
ワ
ビ
に
つ
い
て
学
習
し
、種
苗
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。今
後
も
、稚
貝
の
放
流
や
陸
上

養
殖
に
向
け
て
、調
査・
研
究
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

コ
ー
ス
の
取
り
組
み
②　
マ
ナ
マ
コ
増

殖
へ
の
取
り
組
み　
三
重
大
学
と
連
携

　

三
重
大
学
、中
部
電
力
、志
摩
市
と
協
力
し
、

近
年
水
揚
げ
が
減
少
し
て
い
る
マ
ナ
マ
コ
の
増

殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。5
月
31
日
、英

虞
湾
座
賀
島
の
干
潟
に
マ
ナ
マ
コ
の
幼
生
を
集

め
、稚
ナ
マ
コ
に
成
長
さ
せ
る
た
め
の
竹
林
魚

礁
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

マ
ナ
マ
コ
は
５
～
７
月
頃
に
産
卵
し
、生
ま

れ
た
卵
は
、ア
ウ
リ
ク
ラ
リ
ア
幼
生
と
し
て
海

水
中
を
浮
遊
生
活
し
ま
す
。そ
し
て
、ペ
ン
タ
ク

チ
ュ
ラ
幼
生
に
変
態
し
た
後
に
竹
林
魚
礁
に
付

着
し
、10
月
頃
に
は
稚
ナ
マ
コ
と
な
り
、海
底
に

設
置
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
成
長

す
る
予
定
で
す
。本
来
は
海
藻
な
ど
に
付
着
し

海
底
の
転
石
で
成
長
し
ま
す
が
、海
藻
が
減
っ

て
い
る
た
め
、竹
林
魚
礁
で
稚
ナ
マ
コ
を
増
や

せ
な
い
か
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。10
月
頃
に
、

稚
ナ
マ
コ
が
成
長
し
て
い
る
の
か
調
査
予
定

で
す
。今
後
も
、地
域
の
海
洋
生
物
に
関
す
る
調

査・
研
究
に
取
り
組
み
、水
産
海
洋
系
の
大
学
へ

の
進
学
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

●�

ス
プ
レ
ー
缶・カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
出
し
方

１
．中
身
を
使
い
切
り
ま
し
ょ
う

　

�　
缶
を
振
っ
て「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」と
音
が

す
る
場
合
は
、中
身
が
残
っ
て
い
ま
す
。

２
．専
用
の
器
具
で
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い

３
．�中
身
を
使
い
切
っ
た
缶
に
穴
を
あ
け

る
際
に
は
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

(1)
火
の
気
の
な
い
所
で
行
う
こ
と

(2)
風
通
し
の
よ
い
屋
外
で
行
う
こ
と

(3)
専
用
の
器
具
を
用
い
て
行
う
こ
と

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ガ

ス
抜
き
器
具
は
、多
く
の
製
品
が
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
市
販
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
自
身
に
あ
っ
た
専
用
器
具
を
用
い

て
、け
が
に
十
分
注
意
の
上
、ガ
ス
抜
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど

は
、「
缶（
か
ん
）」の
日
に
は
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

「
不
燃（
も
や
せ
な
い
ご
み
）」の
日
に
、透

明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　
ご
み
対
策
課（
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

　

 

４
３・７
９
４
０

　

 

４
３・７
９
４
１

ライター

ガスボンベ缶

スプレー缶

紫外線照射海水で刺激
を与え放卵・放精をさ
せているようす

校内の養殖施設
で稚貝まで成長

受精卵がベリ
ジャー幼生に
変態しました

幼生の計数を行っている
学生たち

三重大学松田浩一先生
から増殖方法について
指導を受けました

竹林魚礁の竹を束ねているようす設置した竹林魚礁

竹林魚礁の基礎となる
コンクリートブロック
設置

～
水
産
高
校
の
コ
ー
ス
紹
介（
水
産
資
源
科　
ア
ク
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
）～

水
産
高
校
コ
ラ
ム・資
源
と
ご
み
通
信
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今
年
は
梅
雨
入
り
が
例
年
よ
り
早
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
生
活
を
送
っ
て
い
る
皆

さ
ん
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。

　
ス
ト
レ
ス
と
言
っ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
そ
の
解
消
法

に
も
色
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

　

一
人
で
で
き
る
運
動
に
は
ヨ
ガ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
々
。
自
分
の
趣
味
を
生

か
し
た
も
の
に
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、
一
人
カ
ラ
オ
ケ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
手
芸
を
す
る
等
々
。
ま
た
畑
仕
事
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
家
の
片
づ
け
・
断
捨
離
等
々
…
。
先
日
の

テ
レ
ビ
で
も
ス
ト
レ
ス
解
消
グ
ッ
ズ
の
紹
介
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
私
は
サ
ウ
ナ
ス
ー
ツ
を
買
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
着
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
し
っ

か
り
と
汗
を
か
い
て
脂
肪
燃
焼
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
体
重
減
量

と
筋
力
の
維
持
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ひ
と
つ
の
解
消
法
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
方
法
を
取
り
入
れ
て
、

日
替
わ
り
で
行
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー	

介
護
看
護
部　
原は
ら
口ぐ
ち　
悦え
つ
子こ

さ
さ
や
か
な
想
い
出
２

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長

田た

畑ば
た　

好よ
し

基き

セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り

　
今
回
は
、
私
が
県
職
員
だ
っ
た
頃
の
想
い
出
で
す
。

　

私
は
自
分
が
40
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
、
人
生
の
折
り
返
し
点
だ
と
感
じ
、
元
気

な
間
に
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
お
か
な
い
と
後
悔
す
る
よ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
若
か
っ
た
頃
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
、
一
重
ま
ぶ
た
を
二
重
ま
ぶ

た
に
す
る
手
術
を
受
け
て
み
よ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
す
ご
く
あ
こ
が
れ
て
い

た
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
な
ん
と
な
く
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
と
当
時
の
県
職
員
は
多
く
の
人
が
お
と
な
し
く
質
素
な
よ
う
で
、
あ
ま

り
目
だ
っ
た
り
派
手
な
こ
と
は
し
な
い
の
が
普
通
で
し
た
。
私
は
こ
の
風
習
が

ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
公
務
員
で
も
こ
ん
な
こ
と
で
き
る
ん

だ
よ
、
と
い
う
姿
を
見
せ
た
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
失
敗
さ
れ
た
ら
困
る
な
あ

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
勇
気
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

手
術
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
見
た
目
の
変
化
は
な
く
、
誰
に
も
ほ
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
手
術
前
に
は
午
後
の
会
議
で
眠
く
な
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
手
術
後
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
と
い
う
、
意
外

な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
当
時
看
護
学
校
の
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
は

授
業
そ
の
も
の
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
さ
そ
う
で
し
た
が
、
形
成
手
術
を
受
け

た
話
を
す
る
と
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
、
た
く
さ
ん
の
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

　
い
ろ
ん
な
挑
戦
は
面
白
い
で
す
よ
ね
。

シ
リ
ー
ズ

第
１
０
９
回 医

療・福
祉・介
護
の
現
場
か
ら・セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り
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市
長
コ
ラ
ム

vol.8

自
慢
で
き
る

　
　
志
摩
市
を
創
る

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
事
完

了
し
、円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。高
齢
者
以
外
の
方
へ
の
接
種
は
準
備
が
で
き
次
第
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
も
自
慢
の
ま
ち
を
作
る
た
め
の
政
策
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。私
が
掲
げ
る
５
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
の
１
つ
で
あ
る「
安

心
の
チ
ェ
ン
ジ
」に
お
い
て
、志
摩
市
に
お
け
る
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
に
、安
心
し
て
子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め
に
、出
産
祝

金
支
給
事
業（
第
２
子
20
万
円
、第
3
子
以
降
30
万
円
）を
行
い
ま
す
。

　

志
摩
市
に
お
い
て
も
、少
子
高
齢
化
が
進
み
、「
ま
ち
か
ら
子
ど
も

の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
」な
ど
と
い
う
声
が
市
内
各
地
で
囁
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も
改
善
で

き
な
い
か
と
考
え
、安
心
し
て
子
育
て
を
し
て
い
た
だ
き
、町
に
子
ど

も
の
声
を
取
り
戻
す
た
め
に
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
事

業
を
広
く
ご
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
、町
に
活
気
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、引
き

続
き
感
染
症
対
策
を
緩
め
る
事
な
く
お
過
ご
し
い
た
だ
き
、ご
理
解

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
慢
の
ま
ち
の
た
め
の
政
策志

摩
市
長
　
橋は
し
づ
め爪

　
政ま
さ
吉よ
し

若き国アメリカ
　皆さんは7月4日が何の日なのかご存知です
か？7月4日はアメリカ独立記念日です。通常イ
ンデペンデンス・デーやフォース・オブ・ジュラ
イと呼ばれています！
　アメリカは日本と違い、「建国記念日」ではな
く、「独立記念日」が祝われています。「建国」で
はなく、その原因となる「独立」の方が重視され
ています。なぜかというと、もともとグレート
ブリテン王国の植民地だった最初の13州がイ
ギリス本国から独立してはじめてアメリカと
いう国が成立したからです。アメリカでは、独
立戦争のことを「アメリカ独立革命」と呼んで
います。理不尽に課税されたのがきっかけとな
り、13州の住民たちは「自由」と「平等」を求め、
イギリスに挑んで1776年に独立を得ました。
だからこそアメリカには「自由」や「反抗心」と
いうイメージが強いですね！
　7月4日には国旗のレッド・ホワイト・アンド・
ブルーが町中を彩っており、アメリカらしい
バーベキューやピクニック、夜には花火大会が
行われるので、アメリカに対しての誇りや感謝
の気持ちに満ちている日です。しかし、未だに
続いている公民権運動や人種差別、警察暴力の
問題などがアメリカ社会にある根本的な欠陥
を明らかにしている現状は国に対しての誇り
を混乱させています。それにしても全ては悪い
わけではありません。アメリカならではの多様
性に溢れている多民族の環境に育てられてき
たからこそ、ありとあらゆる人種や民族、宗教、
性的指向の中、人と人との共存共栄や人間性と
は何かが身についたことに感謝しています。

市
役
所
職
員
で
あ
る
牛
塲
弁
護
士
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
キ
ャ
ミ
先
生
、Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
ベ
ン
さ
ん
と
ナ
ー
さ
ん
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Shima
Talk

今月号の担当は
CIRのベンさんです！

〈英語訳〉　
America the Young
 Does everyone know what 
day July 4th is? It’s American 
Independence Day, which is 
normally called Independence 
Day or the Fourth of July!
 U n l i k e  J a p a n ,  w h i c h 
c e l e b r a t e s  N a t i o n a l 
Foundation Day, in the US we 

celebrate Independence Day, because independence 
was critical to the founding of our nation. The country 
we know as the USA today was only formed after 
the 13 original colonies gained their independence 
from Great Britain. In the US, we call the war for 
independence the “American Revolution.” Unfair 
taxation and treatment sparked a movement that led 
the residents of the 13 colonies to seek freedom and 
equality by challenging Great Britain, and their victory 
led to the colonies’ independence in 1776. This is why 
the US has an image of “freedom” and “rebellion”!
 On the Fourth of July, cities come alive with red, white 
and blue – the colors of the national flag – people hold 
barbecues and picnics, and at night there are plenty of 
fireworks, so it is a day filled with pride and gratitude 
for America. That being said, with the continuing civil 
rights movements, and issues of racism and police 
brutality, the flaws at the root of American society have 
become clear to the world, and in this climate, it is 
hard to feel pride for the US. But not everything about 
the US is bad. Because I grew up in the diverse and 
multicultural environment that is America, I was able 
to learn, both through the good and the bad, about 
what humanity is and what it means to live together 
and support each other as people, regardless of race, 
ethnicity, religion or sexual orientation, and this is 
something that I am grateful for.

市
長
コ
ラ
ム・
Ｓ
ｈ
ⅰ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
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